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持分法による投資損失の発生及び連結業績予想の修正に関するお知らせ  

 

この度、当社において、下記のとおり持分法による投資損失が発生いたしましたので、その概要をお知ら

せするとともに、平成18年２月27日の決算発表時に公表した平成18年12月期(平成18年１月１日～平成18年
12月31日)の連結業績予想を、下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
 
１. 持分法による損失の発生及びその内容 

当社の持分法適用関連会社であるイタリアカッシーナ社（以下、カッシーナ社）の親会社であるイタ

リアポルトローナ・フラウ社が、イタリアのミラノ証券取引所に上場する予定のため、平成 18 年 9 月

15 日にカッシーナ社の会計処理基準をイタリア会計基準から国際会計基準に変更いたしました。この会

計処理基準の変更により、カッシーナ社の照明事業にかかる営業権の減損処理などが発生した結果、当

社の持分法による投資損失が 230 百万円発生いたしました。 
 
 
２. 平成 18 年 12 月期の連結業績予想の修正について 

上記１.の結果、平成 18 年 12 月期連結業績予想を次のとおり修正いたします。 
（1）平成 18 年 12 月期連結業績（平成 18 年１月１日～平成 18 年 12 月 31 日） 

単位：百万円 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想(A) 10,500 1,191 702
今回発表予想(B) 10,500 961 472
増減額(B)－(A) － △230 △230
増減率(％) － △19.3 △32.8
前年実績(平成 17 年 12 月期) 9,943 1,090 665
  

 

 



（2）連結業績予想修正の理由      
上記１.により発生した持分法による投資損失 230 百万円を通期で回復することは難しいと判断したた

め、経常利益、当期純利益の予想をそれぞれ修正するものであります。 
以 上 
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